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過去を振り返って、そして大学生活への抱負

文 学 部 人 文 学 科 一 回 生  伊 石 昴 平

2013年 1月 、僕は切羽詰まっていた。むろん

僕だけではない、この国の受験生という肩書を持

つ人々は、おそらく大抵は僕と同じだっただろう。

僕は今、神戸大学文学部の学生になった。とい

うことは、間違いなく合格したのである。

ほんの 4～ 5ヶ月ほど前、いや、正確には僕

は後期入学なので、ほんの 3か月ほど前になるが、

本当に辛かった。この一文だけだと、単に受験

勉強が辛かったのか、と思われるが、僕の場合

は他にも悩みの種があった。

僕は音楽好きの母の勧めで、4歳からチェロと

いう弦楽器を習っている。幼少期のころからチェ

ロの練習は僕の日課であり、チェロを触らない日

はほとんどない毎日を過ごしてきた。そんなわけで、

チェロとはかれこれ 14年の付き合いになる。僕

にとってチェロは家族というか、むしろ僕の分身と

言っても過言ではない。ゆえにこれからはチェロを

「彼」と呼ぶことにする。

初めて彼と出会ったとき、僕は身長がまだ 100

センチほどだった。今思い返すと、彼も「君はヴァ

イオリンか?」 と思うぐらい小さかった。そんなこ

ろから付き合いが始まったわけだが、彼はなかな

かのしたたか者だった。すんなり僕の言うことをき

かないのである。幼児のくせにしわがれた老人の

ような声を出して、僕を怒らせてばかりだった。挙

句の果てに、僕は堪忍袋の尾が切れて、彼の腕

(弓 )を 2回 も折ってしまった過去がある。俗に

言う兄弟げんかというものだが、無抵抗の彼に暴

力をふるった僕は圧倒的に不利だ。その時は母

に酷く叱られて、散々な目にあった。

小学生のころも喧嘩は絶えなかった。僕がどん

なに頑張っても、彼は澱みのある声しか出してく

れないからである。見るに見かねた母が、一度だ

け無理やり絶交させたことがあった。彼を納戸に

閉じ込めたのである。さすがに数日は静かな日々

だった。だが、日に日に空虚感というか、彼がい

ない静けさに耐えられなくなっていった。そしてと

うとう我慢できなくなり、「やっぱリー緒にいたい

から、もう一度チャンスをちょうだい。」と母に懇願

して彼を納戸から救出した。それからは、紆余曲

折あるものの、ずっと付き合っている。

小学校高学年になると、お互い次第に成長し、

喧嘩はしなくなった。僕は彼の性格をわかってき

たし、彼も僕を理解してくれて、なかなか良い声

を出すようになった。そうなると、もう楽しくてしか

たがない、僕らの付き合いはより深くなっていった。

ところが僕らの関係に距離ができる事態が発生

してしまった。僕が中学に入学してからのことであ

る。小学生の頃は彼と好きなだけ遊べた。しかし

中学というところは勉強をしなくてはならないので

ある。毎日の課題、定期テスト・・ 。今までの自

由な時間が圧倒的に少なくなり、彼と会話する時

間を取れない日も出てきた。そして僕の人生は揺

れに揺れまくるのである。

ここから先は、見方をかえると、一種の恋愛小

説となるかもしれない。むろん、僕の人生にその

ような現象は未だ起こっていないので、何とも言

えないが・・・

僕は「勉強」と「彼」の狭間でずっと悩んできた。

そして今も悩み続けている。

僕の性格上、俗に言う「両立」というものはで

きないのである。恋愛に置き換えると、「ふたまた」
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と言うのであろうか、いや、それは不適切な言い

方だが、要するに、極めて不器用な性格で、上

手く立ちまわる事が大の苦手である。さらに凝り性

という性格も災いし、片方に集中すると片方は冬

眠状態になってしまう。そんなことをうろうろと繰り

返しながら中学生活を送っていたが、これではあ

まりにもどちらも中途半端である。「二兎を追う者

は一兎も得ず。」まさにこれに尽きる。おかげで僕

は彼と挑んだコンタールで悔しい結果を招いてし

まった。勉強をとるか、「彼」との会話、すなわ

ち芸術をとるか 。・ 。いよいよ決断の時が来た。

ここからは「彼 _|と いう比喩表現はしばし小休

上にして、真面目に僕の思いを書き連ねたい。

到達点をどこに設定するかにもよるが、学問と

音楽を両立させることは極めて難しい。どちらもほ

どほどで良いなら可能であるが、どちらも高い目

標を持つと不可能に近くなってしまう。天才ならそ

れも可能だろうが、残念ながら僕は至って凡人で

ある。それも相当不器用な部類の。そのくせ目標

はやたらと高く設定しているところが余計に厄介

だ。

そもそも学問と音楽のどちらも学習する場合、

両立という言葉を使って表現すること自体が、全く

別個のものという証拠である。高校生までに修得

する内容であれば、努力すれば教育課程の中で

十分習得していけるが、音楽の楽器演奏に関して

は教育課程以外に個別に時間を割く必要があり、

そして技術習得までに膨大な時間と努力が必要に

なる。仮に音楽を選択した場合、教育課程と並

行してその膨大な時間を捻出しなくてはならない。

同じことはスポーツなどにも言えるのだが、とにか

く、学校で習えないことをするためには、しない

時よりも何倍もの時間と努力が必要なのである。

僕は迷い続けていた。音楽がしたい、しかし勉

強も未知なことが次々に現れ、興味は絶えない。

こういう迷った時というのは身近な環境も大いに

影響する。僕は学生だから当然学校で集団生活

を送っているわけで、その集団の中にいると勉強
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以外の道に進むことは異質なのである。皆が勉

強をする中で僕はその方向に押し流されていっ

た。そして中学生での決断を先送りにし、両立可

能な高校へと進学した。

ここでまず、音楽の道を考える人が必ずや悩む

事を紹介したい。一言で言うならば、「食べてい

けるのか」である。誰しも趣味と実益を兼ねた人

生を歩みたいし、それが最も理想な形である。し

かし音楽家は好きなことができて幸福だが、実益

が伴わないのが常である。しかも経費が非常に

かかる。そうなると、誰しも悩むのである。そして

中には家族に反対される場合もある。結果、や

むなく学業で進学する例は非常に多い。つまり、

学問以外のことを選択する場合、将来のことも踏

まえたうえで相当たる強い意思が必要になるので

ある。

さて、ここからは「彼」との話しに戻る。高校

に上がった僕は、受験の為にしばらく距離を置い

ていた「彼」と再会した。彼はケースの中で静か

に寝ていて、その姿はミイラそのものだつた。とに

かく恐る恐る起こして声を聴いてみた。想像通り

澱んだ声だった。「やはりそうか、申し訳ない、ご

めん。」僕は何時間も、昔懐かしい会話を思い出

しながら語りかけた。そうすると、彼は少しずつ

美しい声を取り戻してくれた。とは言え一方的に

距離を置いたのは僕だから、すぐに「蘇った」と

まではいかないが、数日するとお互い満足できる

程度に会話を楽しめるようになった。

高校生活は僕の想像以上に忙しいものだった。

入学早々から大学受験に向けてアクセル全開なの

だ。僕は「彼」になかなか会いに行けなくなって

しまったので、そっくりの別人に会うことにした。

弦楽クラブに入ったのである。今考えると、これ

は僕にとってとても貴重な財産になった。それまで

は「彼」と二人だけの会話だったが、ここにはタ

イプの違う友達が大勢いる。さすがに大勢いると

あちこちで勝手に喋り出すから、なかなか話がま

とまらない。だがそれも楽しいものだった。



実は高校入学の時点で僕はもう進路を決めて

いた。とにかく学校で習えることをしっかり習得し

よう。そう思っていた。彼とは学校で知り合った

わけではない。あくまでも個人的に知り合ったの

だ。それならば、これから先もずっと上手くいけば

一生関係を続けていくことができる。しかし、学

校は通う期間が限られている。習える時間も少な

いのだ。それならば学習しよう、そう思っていた。

こうして僕は、高校入学時点で芸術大学ではな

く普通大学に進路を決め、勉強に精を出すことと

なった。

僕は彼と距離をおき、皆と同じように勉強とクラ

ブに精を出して高校生活を送っていた。

だが、離れると存在価値に気付く、ということ

は良くあることだ。子供のころに絶交した時と同じ

現象が高校でも起こったのだ。高 2の春、僕は

無性に彼に会いたくなった。このままでは勉強に

集中できない。そう思った僕は、高 3までの 1年

間、彼の元に戻ることにした。そして、中学の時、

両立に苦しんで悔しい思いをしたコンクールを今

度こそ二人で制覇する。そう決めていた。本格的

な復活は約 2年ぶり。昔の感覚を取り戻そうと必

死にやった。その過程は厳しいものだったが、彼

は応えてくれた。そして 1年後、僕は 1位になった。

それからはまた彼と距離を置き、受験勉強にいそ

しんだ。

僕は昔から社会科の授業が好きだった。特に

地理や歴史は知れば知るほど奥が深くて面白い。

そして、他のどの教科よりも、将来社会人としての

知識や国際的視野を広げることができる。また、

西洋の歴史は音楽とのかかわりも深いのでなおさ

ら好きだった。

のんびりと高校生活を送ってしまった僕は、高

校 3年の夏、ちょうど一年前の今頃、かなり焦っ

ていた。急いで巻き返しにかかったけれどなかな

か前に進まず、受験本番が近づくにつれ、半端じゃ

ないぐらい焦ってしまって、返ってはかどらない状

態に陥ってしまった。まさに八方塞がりの状態で

ある。

こういう時こそ心のゆとりがほしい。僕の場合

それは音楽にあるけれど、この危機的状況の中、

悠長に彼と遊ぶ暇なんてあるはずがない。とにか

く僕の脳細胞を全て活動させて、何とか受験を乗

り切った。

学問と芸術、本来その二つは表裏一体である

と思う。それは僕が今ここにいるからわかったこと

である。学問だけでも芸術だけでも、片方だけを

極めることはできないと思う。あらゆる知識がベー

スになければ、まず発想が貧弱になる。そしてそ

こから生れるものはたかが知れているのである。

僕は神戸大学で頑張ろうと思う。僕は偏った知

識しか持たない人にはなりたくない。幸いにも僕

の興味のある学部に入学したのだから、もっと幅

広い教養を身につけたい。そしてそれを音楽にも

活用したい。さらには国際的な視野を持って、広

く将来の役に立てたい、そう思っている。文学部

はスキルが低いなどと言う人がいるが、決してそう

ではない。これほど社会に密接した分野はないの

である。神戸と言う国際的な街にあり、自然あふ

れる素晴らしい環境の神戸大学で、僕はさらに飛

躍したい。
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東南アジア、汗去みれ。

国 文 学 専 イ1参 三 口 生  洒 井 友 樹

序章

グローバル社会と言われて久しい。企業活動は

地球規模化し、就職活動では高い英語力が求め

られるようになった。しかし、大学 3年になる私は、

就職活動が少し先に見え隠れするなかで、グロー

バル化の実感もなければ、なぜ日本人がせっせ

と英語を勉強する必要があるのかも分からないで

いた。

そんなある日、ひょんなことで友人から海外旅

行に誘われた。行き先をタイだと聞かされ、それ

まで国外への渡航経験がなかった私はやや躊躇

した。近年の大学生は内向き志向だと椰楡され

るが、私も多分に漏れずだったのだ。しかし、海

外に行けば価値観が変わるとも間く。自分の将来

への過剰な期待と不安によって、大学生活に迷い

と行き詰まりを感じていた私は、この閉塞感を断

ち切ろうとその提案に乗ったのだった。

そしてまずタイを旅行し、それがきっかけで更に

ベトナム、カンボジアをインターンシップで訪れた。

途中、ベトナムではトラブルもあった。本稿では私

の経験と、そこから学んだことを述べたい。

1.タイ

暑さと湿気で私の頭は朦朧としていた。街並み

がぼんやり歪んで見えるのは、遠のく意識のせい

か、はたまた逃げ水のせいか。旅費が安いという、

ただそれだけの理由で、昨年末、私は友人と二

人、バンコク市内を街径っていた。師走の日本列

島とは打って変わっての、目玉焼きが焼けそうな

熱さに、平生から虚弱な私は足元もおぼつかな

い。歩道の上には、ひしめくように立ち並ぶ露店。

そこに売られるスープと思しき液体から漂う、一種

独特の香りが気分を悪くさせた。

そんな私の目に、一人の少年の姿が映った。

四車線道路の真ん中に、小学生ほどの男の子が

立っているではないか。大都市バンコクの道路は、

トゥクトゥクと呼ばれる三輪車や、4人乗りは当た

り前のバイ久 なぜかピンク色をしたタクシーなど

でカオス状態である。男の子はモップとバケツを

手に、車列を縫ってぐんぐん歩いていく。ほどなく

彼は、信号を待つ高級そうな外車の前に立ち止

まると、そのフロントガラスをおもむろに磨きだした。

そして、一通り仕事を終えると、運転席の自人男

性と何やら交渉し始めた。どうやら、チップを要

求しているようだ。暫くやり取りをしていたが、失

敗に終わってしまったらしい。少年はまた、とぼと

ぼと歩きだした。彼は日本の同世代の子供が絶

対にしないであろう、油断のない鋭い目をしてい

た。

スラムに住む貧困層の子供たちはこうして、停

まった自動車を勝手に洗って、チップを稼ぐそうだ。

私は暑さも忘れて、その一部始終を歩道から見て

いた。日本では目にする事のない光景に、少なか

らずのショックを受けた。一方で、今やバンコク

市内には巨大ショッピングモールや高級ホテルが

乱立し、地下鉄やモノレールもある。世間知らず

の若造が、世界は平等でないと実感した瞬間で

ある。友人は大した反応を示さなかったが、しか

し、私はやり場のない憤りを覚えた。その後、有

難い仏教寺院へ行こうが、かの有名なニューハー

フ・ショーヘ行こうが、あの男の子の姿が脳裏に

焼き付いて離れない。だからと言って、自分にで

きる事が簡単に思いつくわけでもなかった。また、

これまで何も知らなかった自分に腹が立った。こ

うして、心にわだかまりを抱えたまま、真っ赤になっ

た肌で私は真冬の日本に戻った。

鬱変Ж國



2.ベトナム

帰国後、大学構内で偶然気になるポスターを

見つけた。内容はベトナムとカンボジアでのイン

ターンシップについてのもの。JAPFと いう団体が

主催しており、春休み中の 12日 間で、孤児院

や学校でのボランティア活動、施設見学など、多

くの経験が得られるとのこと。カンボジアの領事

館と観光省が後援しているそうだから、怪しげな

団体ではないようだ。私はその貼り紙を前にして、

自分にも出来ることがあるかもしれないと奮い立っ

た。健康面に一抹の不安が残ったものの、一晩

考えた末、意を決して申し込んだのだった。

そして 2月末、気づけば私はホーチミン市にあ

るベトナム空港に、参加者の大学生約 20人、そ

して学生スタッフと共に降り立っていた。空港から

一歩外に出ると、やたらとバイクの多いホーチミン

市は活気と喧騒に満ちていた。ねっとり体にまとわ

りつく湿気がまるで蒸し風呂である。あれよという

間にTシャツに汗で不格好な世界地図ができあ

がるので、まずは市場で衣類を調達することにし

た。

訪れたベンタイン市場には、天丼の高い巨大な

堂の中に、数畳の個人商店がぎっしり店を構えて

いた。これでもかと堆く積まれた日用品や食料品

が、今にも崩れ落ちそうだ。ちなみに、東南アジ

アの市場や露店の買い物では、価格を交渉する

のが一般的である。私も挑戦してみたものの、最

初は店員に上手いようにあしらわれ、Tシャツ 1

枚を10ドルで買わされてしまった。だが、相場を

考えるとこんなに高いわけがない。日本人と見破

られ、高めの値段をふっかけられていたわけだ。

とは言え、話められてばかりではいられない。横

柄な態度くらいが丁度良いと悟った。相場より安

い価格から交渉を始めるのがコツである。私は次

第に交渉術を身につけていき、最終的には Tシャ

ツを3ドルほどで買えるようになった。

これらのやりとりは簡単な英語であり、時には

日常会話程度の日本語も通じる。実は東南アジア

の人々の方が、総じて日本人より外国語が話せる。

それは、海外からの観光客を相手に商売をする

ことが多く、外国語が生活と直結するからだろう。

私はグームのような値切り交渉に魅了されつつも、

彼らの語学力に驚かされるのだった。

しかし順調と思えたのも束の間、私の体に問題

が発生する。深夜、ホーチミン市のホテルに着い

た途端、私は鋭い胸の痛みを感じた。私はすぐ

さま過去に患った肺気胸の再発を疑った。そこで

急遠、学生スタッフの方に同行してもらい、タクシー

で病院へ向かうことになった。

なんとか 10分 ほど離れた病院に到着した私

は、言葉の壁という新たな問題にぶち当たること

になった。その診療所にはベトナム人の医師しか

おらず、英語でやり取りするほかなかったのだ。

受験以来まともに英語に触れていなかった私は、

さらに顔が蒼ざめた。自分の症状を拙い英語で

説明するも、なかなか伝わらない。また、医者も

耳慣れない発音の英語で、早口にぺらべら喋る

ので、いよいよコミュニケーションが成立しない。

原因がはっきりしないため、様々な検査が行わ

れた。午前 3時をまわるにも関わらず、レントグン

技師の方が駆けつけてくださった。私が申し訳な

いと詫びると、“It's my duty"(こ れが私の職務

です )、 と言ってくれた。私にはその気の良さそう

な小柄なおじさんが、とびきり格好良く見えた。

他にもあらゆる検査を行い、明け方になって漸

く分かったのは、心臓に水が溜まっていたという

ことだった。風邪をこじらせていたらしい。ドクター

ストップがかかり、数日間の休養を命じられた。そ

の日の午後、一行はカンボジアヘ移動する予定と

なっていたため、私だけベトナムに居残る事となっ

た。

別行動となった私は、周りに日本人のいない状

況に置かれてしまった。不安でたまらなかったが、

診療所の人たちが親切に助けてくれた。人の役に

立とうと思って参加したインターンだったはずが、

結果、人の世話になってしまうとは。いつも大事

な場面で体がついてこない自分の限界に嫌気が

さした。また、自分の語学力の低さも痛感していた。

私はこの件で、「生きるための英語」の必要性を

実感した。病気になった時、自分の症状を説明

できなければ、命取りになるのだ。



体力も語学力もない自分が、あまりに情けなく

なってきて、ぽろぽろ涙がこぼれた。自分で勝手

にやって来て、勝手に挫折しているのだから世話

はない。異国の地でベッドに横たわりながら、滲

む天丼を見上げて過ごすしかなかった。

2日後、幸いにも痛みが和らぎ回復した。医師

には日本へ帰国するという選択肢も勧められた。

しかし、ここまで来て引き返したくなかった私は、

異常がないのならば旅を続けたいと伝え、許可を

得た。病院の人たちは笑顔で送り出してくれた。

沢山の人の支えで旅を再開出来たのだった。

私はベトナムからカンボジアヘと移動することと

なった。ベトナム空港までは現地の方にバイクに

乗せてもらったが、そのスリルは今でも忘れられ

ない。無理矢理キャリーバッグを抱えての二人乗

りなので、信じられないほどにバランスが悪いの

だ。それに加えて、こちらでは誰も彼も運転が荒い。

私は再び命の危機を感じながら、振り落とされな

いよう必死でバイクにしがみ付いた。

3.カ ンボジア

1時間のフライトの後、カンボジアのシェムリアッ

プ空港に降り立って愕然とした。空港周辺に全く

と言っていいほど建物がないのだ。ただただ広が

る荒野に、痩せた牛がのそのそ歩いているだけで

あった。私は生まれて初めて地平線というものを

見た。まばらにある民家も、掘建て小屋に裸電球

があるだけの簡素な造りである。がたがたの道路

をスタッフの方に車で送ってもらい合流した。

私は残り7日 間の活動を通して、頭から湯気が

出そうな陽射しにくらくらしながら、カンボジアに

ついて学んでいった。驚いたことに、国民の半数

以上は 1日 2ドル未満の収入で暮らしている。ゴ

ミの集積場には資源ゴミを拾うことで生計を立て

ている人々もいた。それだけでなく、HIVや ドラッ

久 孤児や人身売買など様々な社会問題があり、

水道、電気、ガスのインフラも十分には整ってい

ない。内戦と虐殺の歴史が未だに影を落としてい

た。

忘れられないのが、子供たちが絵葉書や衣服

を売る姿だ。バスを降りる度に、売り子たちが何
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人も私に群がって来る。片言の英語を叫びながら

悲壮な表情で迫ってくるので、心が痛んだ。誰も

が華奢な体つきで、真っ黒に日焼けしていた。私

は初めのうち、そういう子供たちから物を買ってい

た。自分が欲しくて買った物もあったが、気の毒

な気持ちから買った物の方が多かった。しかし、

1人から買うと、また 1人と次々に集まって来るの

で際限がない。周囲を取り巻かれて歩けなくなっ

てしまい、結局、相手をするのは諦めてしまった。

どうすべきかわから式 私は途方に暮れた。

ただ、興味深かったのは、私がその子たちにカ

メラを向けると、にこやかな笑顔で映ってくれたこ

とだった。また、子供同士で遊んでいる時は、自

然にはじゃいでいる。普段から、もっと卑屈な表

情を浮かべているのかと想像していたので、意外

だった。よく観察していると、実は彼らの側から、

哀れな貧しい子供を演じている部分がある。同情

を引いた方がよく物が売れるからだ。彼らを「可

哀そう」にしているのは、私たちの眼差しや行動

なのかもしれないと思った。

カンボジアでは経済的な理由から、学校教育

を受けられない子供が多い。子供たちはこうして

観光地などで売り子や物乞いをさせられたり、農

作業に従事させられたりしている。また、そもそも

学校や教員が不足しているという原因もある。教

育の支援が重要だ。

そこで、私たちはプノンペンの日本語学校で、

日本語と日本文化について授業をさせていただい

た。世界遺産アンコールワットなどの観光に力を

入れるカンボジアでは、日本人観光客のためのガ

イドになろうと、日本語を学ぶ若者が多いのだ。

私は『源氏物語』についての授業をした。日

本語学校なので、世界的に有名な「ゲンジ」なら、

ある程度は知っているだろうと油断していた。とこ

ろが、生徒の方は名前すら聞いた事がないと言う。

その瞬間、日本人の言う「世界的」は、欧米を

指しているのだと悟ったが、そんな事を考えてみ

ても仕方がない。予想外の反応に狼狽えつつも、

ストーリーを語るが、それでもピンとこない様子で

ある。そもそも天皇や一夫多妻といった文化や時

代背景が分からないためだと、やっとそこで思い



至った。それではと、平安時代の様子から説明す

るが、「ニッポンでは今も牛車で移動するノデスカ」

などと尋ねられる始末。物語の内容を語るという

本題には辿り着けず、これでは何の授業だか分か

らない。自文化を海外へ発信する難しさが身に染

みた。

授業は惨憎たるものだつたが、彼らの意欲に

は感嘆させられた。私のたどたどしい説明にまで、

一言も聞き漏らすまいと全力で耳を傾けてくれる。

そのうえ、椅子も机もない教室に、ぎゅうぎゅうに

押し込められているのに、しっかリノートを取って

いる。これほど好奇心一杯の眼差しで、真剣に授

業を受ける生徒を私は見た事がなかった。彼らに

は勉強をできる時間が、貴重だという認識がある

のだ。

頁がいくらあっても足りないので割愛するが、カ

ンボジアでは他にも数えきれない出会いがあっ

た。振り返ってみれば、社会問題を学びながら活

動したはずが、不思議と人々の笑顔ばかりが思い

浮かぶ。人と人の繋がりが濃く、昭和の日本を街

彿とさせる風景が残っていた。赤の他人の私にも、

目が合えば手を振ってくれる人がいる。今日の日

本のような生活ではなくとも、陽気に暮らす人たち

と沢山出会い、豊かさとは何なのかとつくづく考

えさせられた。

カンボジアの何もかもが貧しいわけではないの

だ。日本の生活様式と違うからと言って、それが

貧しいということにはならない。簡素な家だと思っ

ていた高床式の木造住宅は、蒸し暑い風土に合

わせたものだった。水道の普及率が低いのも、

かつてはヤシの実からとれる果汁で水分補給でき

たからだった。カンボジアを漠然と貧しいと思って

いた私の価値尺度こそが貧しかったと反省した。

終章

この短くも濃密なインターンを終え、私は帰国

した。3月上旬の日本の風はまだひやりと冷たく、

黒く焼けた肌に鳥肌が立った。関西空港からの帰

り道、バスに乗って流れる風景を見ていると、こ

れまで当たり前だった日本の姿が、また違って見

える。きれいに舗装された道路、立ち並ぶ高層ビ

ル、人々の沈んだ表情。あらゆる物が新鮮に眼

に映った。カンボジアのでこぼこした道や雄大な

地平線、そして子供たちの笑顔を恋しく思った。

思い返せば、このインターンは挫折の連続だっ

た。出発する前、私は発展途上国を支援するの

だと意気込んでいた。しかし、それはどこか相手

を見下した傲慢な態度だった。実際はベトナムの

病院をはじめ、逆に助けられてばかりだった。私

の先走った思いは、独りよがりでしかなかった。

上から目線で教育支援だと言ってみても、現地で

出会った人たちは皆、私などより英語が喋れた。

何かをしてあげようなんておこがましい。私たちは

対等な関係で協力するべきなのだ。

私が出会った子供たちは、今頃どうしているだ

ろう。今日もうだるような暑さの中で、汗まみれに

なって働いているのだろうかと、今でもふと思う。

私はこの 3か国の旅を通じ、懸命に生きる子

供たちの姿を見て、まずすべきことがあると思った。

それは、彼らを哀れみや偏見の目で見るのでは

なく、尊敬するということだ。どれほど理不尽に見

える環境でも、彼らはたくましく生きていた。決し

て恵まれていなくとも、明るい未来が見えなくとも、

それでも生き抜くのだという強い意志があった。

その後も日本でカンボジアなどから来た留学生

と関わるが、やはり彼らの真摯な態度には目を見

張る。日本語が上手で礼儀正しく、英語も達者だ。

東南アジアの人々は置かれた環境の中で、真面

目に努力している。

一方、環境が整っているにも関わらず、勉学

意欲の乏しかったこれまでの自分の姿を思い出す

と、恥ずかしさがこみあげてきた。私は所謂 「発

展途上国」の現状を見て、むしろ自分自身に対し

て憂いと危機感を抱いた。日本の経済的な豊か

さに甘えて、その上に胡坐を掻いていたことに気

がついたのだ。謙虚さを失っていた。

現代は変化が激しく、厳しい時代だと言われる。

いま私にできるのは、与えられた状況を受け入れ、

そのなかで最善を尽くすことだけだ。この一種の

諦めと覚悟をもって、汗まみれになりながら、私は

この時代を生き抜かなければならないと思う。



佳  作

私の教育実習

私は、教育実習初日の放課後プールにいた。

中学校の時水泳部だったこともあり、部活動の見

学に来ていたのだ。顧間の先生は不在だった。

私は一旦所用でプールを離れ 5分ほどして戻ると、

一人の女子生徒が泣いていた。

「先生 !○○君が泣かせました !」

「○○君が、女の子にクズって言ったんで丸 」

次々に周りの生徒から説明される。泣いた生徒

も、泣かせた生徒もどちらも中学 1年生だった。

「ほんとあんたって最低 !」

「ありえない。」

「もう少し人の気持ち考えて発言できないの?」

私への状況説明が終わると、周りの先輩生徒

たちは当事者の男子生徒を責め始めた。男女 6

人ほどから囲まれ自分の非を責め立てられ、耐え

きれなくなった男子生徒は泣き始めてしまった。

「なんであんたが泣くの?」

「あんたが悪いんじゃないの?」

それを見て周りはさらに自熱する。

「泣いてない。」

涙を手でぬぐいながら、男子生徒は否定する。

この時、私はこの展開は良くないと思った。そ

う思うと、周りの非難を遮り、

「大丈夫。大丈夫だから。」

と男子生徒に言っていた。

「大丈夫だから、謝ろう。」

男子生徒は素直に謝り、なんとか和解が成立

した。これが、私の教育実習の幕開けだった。

私は、母校である山口県宇部市にある公立中

学校に3週間の実習へ行った。私の担当は、中

学 1年生の英語だった。実習が始まる前、私は

不安と期待が入り混じった複雑な気持ちだった。

以前実習へ行った経験者からは、教育実習はと

てち楽しいが、授業準備が忙しくて大変だと聞い

ていたからだ。私はその体験談を踏まえ、教育
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実習を有意義なものにするため、始まる前に実

習中の目標を設定した。目標は、「自分のことで

手いっぱいにならずに、生徒との交流を大事にす

る。」だった。

しかし、教育実習が始まり1週間が過ぎても、

私は思うように生徒とコミュニケーションがとれて

いなかった。生徒が私に話しかけてくれるだろう

と期待し、積極性に欠けていたからだ。声をかけ

たかったが、どんな話題を持ちかけたらいいかわ

からなかった。担任の先生のスタイルを手本にしよ

うと観察したが、先生は特に話題提供をがんばっ

ていらっしゃる風ではなかった。なるほど、生徒

の会話に自然に入ればいいのかと納得した私は

生徒が話し出すのを待った。給食時間は生徒と

向き合って一緒に食べるため、絶好の会話のチャ

ンスだった。しかし、いくら待っても生徒は話し始

め式 私の周りだけ妙に静まり返って黙々と食事を

して、給食時間は終了するのだった。その時、私

と担任の先生の一体何が違うのか解せなかった。

しかし、今考えるとそれは信頼関係だったように

思う。生徒も緊張していて少しかしこまっていたの

だろう。そして、私に対して警戒心というのは大

げさだが、まだ心を開いていない状態だった。日

が経つにつれ、徐々に私と打ち解けていくのがわ

かった。授業を通しての関わり合いや普段の生活

で、私が彼らに向き合おうとし続けた結果だった。

3週目には、給食時間の会話が弾み、私が給食

を時間内に食べ終わることができないという事態

が発生したはどだった。教師はなるべく早く食べ

終わり、生徒のことを見渡せる状態になっておくべ

きなので、これはこれで問題ではあるのだが。

私は、実習にも慣れ心に余裕ができてくると、

よく生徒のことを観察するようになった。昼休みに

教室にいると、二人の男子生徒のことが気になっ

た。一人は、顔にタオルを巻きつけ視界を閉ざし、

席に座ってじっとしていた。もう一人は、後ろの黒



板にひたすら絵とも呼べないただのぐちゃぐちゃの

渦を、つまらなそうに書いていた。教室の外は、

他の生徒の笑い声でうるさかった。私は、胸が

苦しくなった。二人とも、本来楽しいはずの休み

時間が過ぎ去るのを必死に耐えて待っているよう

だった。

この時、私の関わることのできる教育の限界を

知った気がした。私は、教育実習生として関われ

る期間の短さと与えられる影響力の小ささに絶望

した。私は、たったの 3週間しかいない。私が

例えこの生徒の心を開いたとしても、私がいなく

なればこの子たちは支えを失うのではないか。そ

う考えたが、この胸の痛みを無視して、彼らと関

わらずに終わることの方が嫌だった。私は、彼ら

と仲良くなる大作戦を決行した。

タオルを巻いていた生徒は、この夏手術するこ

とになるかもしれないと言った。それが不安で、

友達にも辛く当っていた。そのため、友達は寄り

付かなくなり、教室で一人長い昼休みの時間を退

屈していたようだった。彼と話して、その不安が手

に取るようにわかった。私は、ただひらすら彼の

不安に同調した。心から彼を心配した。

ある日、その生徒が嬉しそうに私の元に寄って

来て百った。

「手術なくなった !」

それからの彼は、友人と楽しそうに休み時間を

過ごすようになった。

もう一人の落書きをしていた生徒の家庭の事情

を聞いた。本人からではなく、別のクラスメイトか

らだ。その生徒の話では、彼と落書きの少年は

以前いとこ同士だったが、今は違うということだっ

た。つまり、親の離婚、再婚によって彼らの家族

構成が変わったということらしかった。

「以前はよく遊んでいたのに、今はもうまったく

話さないな。」

と、彼は言った。
「なんか気まずいし。」

私は、根気強く落書きをしていた生徒に話しか

けた。最初は気まずそうに逃げられたが、徐々に

会話をしてくれるようになった。最終日の前日、私

はいつものように生徒の提出するデイリーライフを

読み、コメントを書いていた。それは、私に課さ

れた仕事の一つだった。生徒がデイリーライフに、

その名の通りその日にあった出来事を記入し教師

はそれに目を通丸 落書き少年のデイリーライフに

ふと目がとまった。

「もうすぐ河内先生ともおわかれでとてもさみし

いです。でも大学にいってもぼくたちのことをわ

すれないでください。」

それを読んだ時、とても嬉しかった。

私は、実習生という立場でも、彼らに何か残

すことができたのではないかと思う。むしろ、実

習生にしかできないことがあったのではないかと。

私のできる教育に限界などなかった。今、3週間

という期間を軽視して、彼らと関わることを制限し

なくて良かったと思っている。最初から、生徒は

私との関係を割り切ってはいなかったのだと思う。

これは、教育実習が終了した後のことである。

私は、教育実習初日に生徒のけんかの仲裁をし

たことを同じく教育実習に行き、今は塾の講師を

している友人に話した。すると、友人から「そこ

は教育者として、最初男子生徒を叱るべきだった

んじゃない?」 と言われた。私は、何よりも一対

多の状態で孤立していた男子生徒を救うことを考

え、「大丈夫」と声をかけた。私は、自分の言

葉がけにより男子生徒は素直に謝り、事態は収東

し、その後彼は私に心を開いてくれるようになっ

たので、自身の言動に疑間を抱かなかった。しか

し、友人からそれは教育者として正しい言動だっ

たのかと指摘を受けたのだ。教育者という言葉が

私に重くのしかかった。確かに、私は男子生徒

にとって良い姉のような役割を果たしたかもしれな

いが、はたして教育者としてはどうだったのだろう

か。そもそも教育者とは何なのか。教育者とは、

一人の生徒を守ることよりも、全体の規律を重ん

じるべきなのか。教育者は毅然とした態度で、間

違いを正すことに専念すべきなのか。私が男子生

徒の言動を注意しなかったから、彼のクズと発言

したことを肯定したことになってしまったのか。私

は、教育者としてのあるべき姿について考えた。

そして、自分は教育者として正しかったのかわか



らなくなった。

実は、けんか仲裁のエピソードには続きがある。

教育実習最終日だ。私は、あの時泣いていた女

子生徒から手紙をもらった。手紙には、「部員と

けんかした時、なだめて下さってありがとうござい

ました。」と書いてあった。少なくとも彼女は、私

のけんかの仲裁の仕方に不満を持っていないよう

だった。

私は、教育に絶対的な正解などないと思う。

相手が変われば捉え方も様々で、一様にこういう

時はこうすべきというマニュアルのようなものは存

在し得ない。だからこそ、一人ひとりの生徒と向

き合うことが大事なのだと思う。私は、女子生徒

を泣かせてしまった男子生徒の気持ちを察し、周

りの生徒の少し度が過ぎた一方的な集中攻撃も

良くないと考え、間に割って入った。自分が正し

ければ、他人の気持ちを顧みずに大人数で責め

ることが許されると思ってほしくはなかったのだ。

私の教育はまだまだ未熟で、現場での経験も乏

しいので、自分が正しいと思ってしたこともそれが

ベストなのかはわからない。だから、こんな風に

悩みながら、進んでいけばいいのではないかと思

う。大切なことは、日々自分が変わる努力をする

ことなのではないか。人が変われば対応も違うし、

時代背景が変わればまたいろいろ違ってくるだろ

う。私は、対応する生徒から学ばせてもらうつも

りで接し、成長し続けていきたい。

教育実習で学んだこと。その中には、授業をつ

くりあげる上での気付きもたくさんあった。きちん

と生徒に身につけてもらいたい内容を明確にした

目的を持った授業づくりをすること。生徒の主体

性を大事にするために、教師は生徒の自主性を

促すサポート役に徹すべきこと。その中でも、授

業を進める上で 1番大事なのは生徒との信頼関

係だと思った。生徒との対話を通して、生徒のこ

とを理解した上で、生徒に合った授業づくりをす

ること。良い授業をつくるためにも、生徒と向き合

うことの大切さに気付いた。私にとって教育実習

での 1番の学びは、人との関わり方だったように

思う。イ国人個人と向き合うことが、こんなにも難し
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いとは思わなかった。しかし、向き合った先には

童びがあった。これが、教師という仕事のやりが

いなのだと思う。

私は、教師という仕事が好きだ。教えることが

好きだ。子どもが好きだ。人と向き合っていくこと

が好きだ。そのことが再認識できたので、回り道

をするかもしれないが、私は必ず教員になりたい

と思う。



佳  作

教育実習を終えて

蝉が慌ただしく鳴き始めた六月の終わり頃、

すがすがしい達成感と温かい気持ちに包まれて、

四週間にわたる私の教育実習は幕を閉じた。私

の手には、生徒が描いてくれた色紙とクラス全員

で撮った写真。やんちゃで、授業中もあまり話を

聞いてくれなかった生徒が恥ずかしそうに手渡して

くれた。嬉しかった。この瞬間、教師という仕事

の醍醐味を言葉では上手く表せないが、全身で

感じることができた。実習が終盤に差し掛かった

頃こそ、心地よい達成感と僅かながら教師として

の自信を得ることができた私であったが、初めの

頃は決してそのような確かな達成感や自信などは

得られなかった。その理由は何だったのだろうか。

この問いに対して一つ考えられる答えは、“自分

が教師として子どもたちにどういうことを教えたい

のか "と いう教師としての根幹部分が自分の中に

確立されていなかったということだと思う。今、改

めて振り返ってみると、実習が始まって間もない

頃は、授業をしながらも、また生徒とコミュニケー

ションをとりながらも“私はこの四週間で何を教え

ることができるのだろうか "“ どういうことを教えた

くて教師になりたいのだろう"と いうことをずっと

模索し続けていたような気がする。

私の担当は中学三年生だった。教育実習先の

学校は中高一貫校だったので、高校受験をする

生徒はほとんどいないようだったが、来年は高校

生になるということで進路に関する講話や授業が

何度も開かれていた。そこには、進路選択の大

切さや大学受験の難しさなど、生徒たちの今後に

関する重大な情報が詰まっていた。しかし、その

ような時間には決まって、あちこちから少し気にか

かる発言が聞こえてきた。「今更がんばっても、そ

んな良い大学に行けるわけないよ」「私なんか、

がんばっても絶対無理」というようなネガティブな

発言が耳に入ってきたのである。まだまだこれか

ら努力すれば、学力なんてどこまででも上がって

国 文 学 専 修 四 口 生  斉 賀 万 智

いくのに、なんてことを言うのだろう。これはホー

ムルームで何とか励ましてあげなくてはならないと

強く思った。「努力すれば、必ず目標は達成できる。

だから、頑張ろう」というように。しかし、いざホー

ムルームで話すとなると、なぜか説得力のあるい

い言葉が浮かんでこない。ぐずぐずと考えているう

ちに、もし生徒に「努力すれば必ずそれが成就す

る根拠はあるの?」 と聞かれたら、私は自信を持っ

て首を縦に振ることができるのだろうか、という思

いが頭をよぎり、さっきまでの高まっていた気持ち

が急に萎んでしまった。それに、そもそも「努力

しても無駄だ」と思い込んでいる子どもたちに対し

て、どのように「努力することの大切さ」を教えて

あげれば良いのだろうか。ただ漠然と「努力すれ

ば、必ず夢が叶う」などというよくあるフレー
‐ズを

言ったところで、生徒たちには何も伝わらないだろ

つ。

どのようにして伝えるのが、最も良い方法なの

だろうか……。そのようなことを考えていた矢先、

私は「努力すること」の意味を考えさせてくれる

教材に出会った。それが、私が教育実習の最後

に扱った教材である重松清さんの『卒業ホームラ

ン』という短編小説だった。指導教官の先生に

好きな教材をやっていいよと言われていたので、

迷わずこれに決めた。これなら、私が伝えたいこ

とを手垢にまみれたような言葉を用いるよりはよっ

ぽど上手く生徒に伝えられるのではないかと思っ

たからである。その内容は、少年野球チームの

監督をしている父親の徹夫とその野球チームに所

属する息子の智、思春期真っただ中の難しい時

期にある姉の典子、そしてその二人を優しく包み

込む母親の佳枝の家族四人それぞれが、悩みや

困難にぶつかり、立ち向かっていく中で、改めて

家族の大切さを認識していくというものである。こ

の物語の中には、典子の代名詞ともいえる印象

的で興味深いセリフが何度も出てくる。「がんばっ

⑮匿吻蜃



たって意味ないじゃん」というものだ。典子は「努

力しても意味がない」と考え、この典子の考え方

を徹夫は親として「それは間違っている。努力す

れば必ずいいことがあるのだ」と訂正してやりた

いと思っている。しかし、誰よりも努力している智

がレギュラーをとれないという現実が彼の邪魔をし

て、「努力すれば必ずいいことがある」「努力する

ことには意味があるんだ」となかなか断言できな

いでいる。この典子の言葉は私の中にもまっすぐ

に突き刺さってきた。努力したら必ずいいことがあ

るのだろうか……。私は教師として、絶対に「努

力することは大切だ。努力は必ず報われる。」と

言わなければならないし、そう言ってやりたい。し

かしそう思う反面、努力は本当に自分の願った形

で成就するものなのだろうか、と疑ってしまう自分

がいることも否定できない。努力することは確か

に大切である。しかし、努力をすればそれが必ず

報われるとは、自信を持って肯定することはでき

ない。私は小 。中 。高と吹奏楽部に所属し、一

年間ほぼ毎日練習に明け暮れていた。一日練習

しなかったら、その技術を取り戻すのに二日かか

ると言われていたため、現役時代、楽器を吹か

なかった日はほぼゼロだといってもよい。“努力 "

していた。もちろん、その“努力 "が、自分の理

想にしていた形に結びついたことはある。しかし、

自分が思うような結果にならなくて、救いようもな

い絶望感に襲われたことももちろんある。やはり

その時は、あの努力は意味なかったのかな、無

駄になってしまったのかな、と考えてしまった。私

は、いいことがあるから、あるいは達成したい目

標があるから、それに少しでも近付くために努力

はするものだと考えていた。つまり私は徹夫と同

じ考えを持っている。だからこそ、私も徹夫もレギュ

ラーになれる見込みがないのに、 いいことがない

のに努力し続ける智の姿がなかなか理解できな

いのである。しかし、この物語を読み進めていくと、

智のいいことがなくても努力し続けられる理由が

見えてくる。それは至って単純なものだが、日に

見えるものばかりに囚われていると簡単に忘れてし

まう「好きだ」という気持ちである。智は野球が

好きだから、好きでたまらないから、たとえいい
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ことがなくても努力し続けることができるのである。

この言葉を聞いた徹夫は、肩がすうっと軽くなっ

たような気持ちになり、典子の「がんばったって

意味ないじゃん」に対する自分なりの答えを見つ

けることができる。ここで、徹夫の心の中にあっ

たわだかまりが溶けたように、私の心の中のわだ

かまりも次第に溶けていった。

確かに、目標を達成するために、またそれに近

付くために努力をするというのは大切なことだと思

う。実際、私も含め世の中の人々は、皆それぞ

れ目標を掲げ、その目標を達成するために日々努

力を続けているのだと思う。しかし、努力をする

意味が日標を達成するためだけだと考えてしまう

と、その目標達成の見込みがなくなった瞬間、ぷ

つりと努力をやめてしまうことになりかねないので

はないだろうか。なぜなら、目標の達成のみを見

据えて追い続けていると、目標達成の見込みが

なくなった時に、自分の努力し続けてきた意味や

それまでに努力してきた痕跡が消失してしまうから

だ。しかし、努力をする目的 (意味)と いうのは

決してそれだけには留まらないのである。智がこ

の物語の中で身を持って示してくれたような「好

きだから努力し続ける」ということも、十分努力

をする目的になり得るのである。その純粋な気持

ちは、努力し続けるための原動力となって自分を

支えてくれるだけでなく、日標達成の見込みが消

えてしまった瞬間に現れる絶望から自分を救い出

し、また新たな道を切り開いていくための大きな

力にもなってくれるのだと私は思う。智の「好き

だから努力する」という考え方が正しいかどうか

私にはわからない。しかし、この「何かを好きだ」

という気持ちは、誰もが何かに向かって努力を始

める際の原点にあるものであり、またいつでも安

心して帰ることのできる温かな家のようなものであ

ると言うことができると思う。つまりこの気持ちは、

当たり前すぎて持っていることをすぐに忘れてしま

うけれど、自信をなくした時には必ず自分を支えて

くれる強い力なのである。

この物語の学習を通して、生徒がどれほど真剣

に「努力する」ということに向き合ってくれたのか、

はっきりとは分からないが、彼らの真剣な眼差し



や一心に教科書を読み込む姿をみる限り、確実

に何かが伝わったのだと実感した。またこの物語

を通して、教授者である私も数え切れないほど多

くのことを学ぶことができたし、「好きだから頑張

る」という、忘れかけていた純粋な気持ちも思い

出すことができた。そして何より、“自分が教師と

して子どもたちにどういうことを教えたいのか "と

いう問いに対する自分なりの答えを見つけることも

できたように思う。その自分なりの答えとは、“何

かを好きだと思い、そしてそれのために努力し続

けることの大切さ"である。確かに努力はしんど

い。しかも先が見えなければ本当に辛くてやめた

くなる。逃げ出したくなる。しかしそんな時、一度

立ち止まって「好きだという気持ち」に立ち帰っ

てみると、意外と自分の悩んでいたことが小さく見

え、もう一度頑張る力を与えてくれると思う。私も

教育実習中、教師という職業の大変さを目の当た

りにして、しんどいと感じることが沢山あった。し

かしその忙しさの中でも、やはり生徒と接している

時間や自分の大好きな国語の授業の時間は、そ

んな慌ただしさをも忘れさせてくれるかけがえのな

い、心から楽しいと思える時間だった。教師とい

う仕事は、ただ「好きだ」という気持ちだけで乗

り越えられるほど甘いものじゃないと言われるかも

しれないが、やはり「好き」という気持ちがなけ

れば成り立たない仕事だと思う。これから困難に

ぶつかることはたくさんあるだろうが、そんな時こ

そ原点である「好きだ」という気持ちを大切にし

て努力し続けていきたい。

【参考資料】

・『卒業ホームラン』重松清 東京書籍
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ア ユ 1 ッカーコンテス トに出場 して

文:窓賞レポーニ_ョンクール生笙Q

東洋 史 学専修 三 口生  島 谷 貴 大
込んだこともありましたが、それが逆に、やってや

ろうという自信になりました。確かに、今まではお

客様に対する目線合わせが甘かったり、商品や

金種の取り扱いが雑であった部分があったと思い

ま
｀
九 正直な話、今での接客には自信があり、お

客様からお褒めの言葉を頂いたこともありました。

しかし、それは上辺だけの笑顔によるものだった

のかもしれません。指先の動きや細かい配慮は、

内面をものすごく反映します。逆を言えば、お客

様に対して心がこもっていないと、雑な接客になっ

てしまうので丸 作り笑顔はいくらでもできます。し

かし、それが「本当の笑顔」でないということは

お客様には伝わっていたのかもしれません。練習

後は、お客様との距離が更に近くなったというか、

接客の歓びというものを感じることができるように

なりました。この思いを胸に、チェッカーコンテスト

に臨もうとした私ですが、このコンテストにはまた

別の思いが込められていました。

実は、私が勤める店舗は、8月 31日 をもって

閉店することが決まっていました。小さい頃から

あった店であるだけでなく、常連のお客様からも

便利で好評だった店であったために、非常に残

念ですが、近隣に同チェーンの大型店舗を作ると

いう会社の方針には逆らえません。小さい店舗は

次第に消えていく運命にありました。どうせチェッ

カーコンテストに出場するのなら、優勝して最後に

一花咲かせたい。そういう思いでコンテストの予

選に臨みました。

予選にエントリーした出場者は 474名。全 7日

間を朝と昼の部に分けて、それぞれ 30名 ほどで

予選が行われました。会場は研修センターの会議

室みたいなところで、前方に一台だけレジが置か

れているという、まことに不自然な状況でした。し

かし、昨年度の本選の DVDを見ていた私にとっ

ては、会場が思ったより小さかったので少し安心

しました。しかし、緊張するものは緊張しま
｀
九 私

私は、某スーパーマーケットのレジ係に、アルバ

イトして勤めていま丸 大学に入学して 5月から働

きだしたので、2年 3か月働いていることになりま

九 その店は、小さい店舗ですが、私が小さい

頃からよく買い物に訪れていた地元のスーパーで

した。私がなぜスーパーでアルバイトを始めたのか

と言うと、レジスターに憧れを抱いており、レジを

打ってみたかった、という単純な理由からでした。

私は、アルバイトを始める前から、笑顔が多く、人

と接するのも好きだったので、接客業をやってみ

たいというのもその理由の一つでした。慣れ親し

んだこの町で、お客様に貢献できるような接客を、

より広いスケールで言えば、社会に貢献できるよう

な接客を目標にがんばってきました。

そういった理由でレジ係となった私ですが、私

が勤めているスーパーでは、社内でチェッカーコン

テストという、レジ係の接客の基礎を再度確認し、

今後の接客レベルの向上を図るコンテストがある

のですが、このコンテストの予選に出場することに

なりました。このコンテストは毎年行われ、各店

舗から数名選抜されるのですが、3年 目の今年

初めて選ばれました。昨年の予選出場者の話によ

ると、予選の段階で緊張して頭が真っ白になった、

とのことだったので、なるべく出場したくないと思っ

ていたのですが、せっかくの機会を与えられ、自

分の接客レベルがどれほどなものかを図れると思

い、出場を決めました。予選は 6月 30日 。

予選までに、昨年の本選の DVDを見ました。

DVDを見て驚き。本選出場者のレベルの高さに。

また、男子の出場者が居なかったことにも驚き。

女性チェッカーしか出場していなかったので九 予

選を勝ち抜くには、このレベルを目指さなくてはな

らないのか。更に、トレーナーという、レジ係の

指導者による練習も行いました。そこで更なる驚

き。今までの接客は何だったのかと言うほどの、

ダメ出しの嵐。このままではだめなんだと、落ち

鱚蜀餃塚



の出番は、30名 中 18番目で、早く終わって楽に

なりたいという思いもありましたが、前者の演技の

様子を多く見られて分析もできるので良しとしまし

た。出場者は予選にも関わら式 ハイレベルな接

客をしておりました。はぁ、この中で勝ち残れるの

か、と不安もありながら、いよいよ私の出番がやっ

てきました。「エントリーナンバー 145番、八戸ノ

里店より参りました、島谷貴大と申しま丸 どうこ

よろしくお願いいたしま
｀
九」予選では、お客様役

が一名で丸 お客様の「よろしいですか」の合図

で競技スタートで丸 90秒というタイムリミットの間

に、お客様へのお声掛け、商品登録、金銭授受

を行わなくてはなりません。「はい、いらっしゃい

ませ。お客様、当店では、4,000円 以上お買い

上げのお客様に、無料宅配サービスを実施いたし

ておりま丸 どうへ ご利用くださいませ。失礼い

たしま丸 198円 。248円。 ,… …。お客様、当

店では、20歳未満のお客様への酒類の販売は

禁止されておりま
｀
九 たいへん失礼ですが、年齢

の確認できる、顔写真入りのものはお持ちでしょう

か。確認させていただきま九 たいへん失礼いた

しました。ご協力、ありがとうございま
｀
九 ・……。

ありがとうございますЪ2,345円 の、お買い上げ

でございま九 日用品、別袋となっておりま丸 お

忘れなきよう、お持ち帰りくださいませ。5,000円 、

お預かりいたしま
｀
九 ひとまず、1,2千 円、お返し

いたします)残 り、655円、お返しいたします。あ

りがとうございま丸 また,お越し下さいませ。」

演技は、これだけでは終わりません。お客様から

の質問がありま
｀
九 「すいません。」「はい、いらっ

しゃいませ。」「切手買いたいんやけど、郵便局っ

てどこにあるん?」 「はい、郵便局でございますね。

当店出られまして、右手にまっすぐ進んでいただき

ますと、西友さんがございますしそちらを左に曲がっ

ていただいて、200メートルほど進んでいただくと、

左手に下小阪郵便局がございま
｀
九」「ありがとう。」

「ありがとうございま
‐
九 また、おこしくださいませ。」

緊張しながらも、噛まずに大きな声で演技できた

と思いま現 さらに審査では、お客様と目線合わ

せがきちんとできているか、表情が適切か、無駄

な動きはないか、指先までくまなくチェックされてい

ま
｀
九 自分のできる力は出せた。後は後日発表さ

れる結果を待つのみ。

結果は、見事予選通過。31名 の精鋭の中に

選ばれたので丸 すごくうれしかったで丸 半分あ

きらめていたのですが、最後の質問の受け答え

が功を奏したのかもしれません。本選は7月 25日 。

まだまだ気の抜けない日々が続きま丸 再び何度

も昨年度のコンテストの DVDを見直し、研究分

析をしま丸 トレーナーにも練習に付き合ってもらっ

たり、研修センターヘ練習しに行ったりしました。

本選では、お客様役は二名となりま丸 その分、

お客様への対応も複雑化しま丸 私が一番困っ

たのは、お辞儀の角度で九 お客様が一人並ん

でいる時は、30度 のお辞儀でお迎えするのです

が、二人以上並ばれている時は、15度のお辞

儀で迎えなくてはなりません。また、お見送りのお

辞儀は、後ろに別のお客様が並ばれていれば 15

度のお辞儀、後ろに誰も並ばれていない時は 45

度のお辞儀をしま丸 また、お客様へのお声掛け

も一人ずつに対して言わないといけないし、お客

様からの質問もより難しいものとなりますし、何を

聞かれるか本番まで分かりません。それを舞台の

上で実技し、何百人もの観客に見られるわけで

すから、不自然極まりません。失敗や沈黙はあっ

てはならない。一挙一動の勝負が始まりま丸

7月 25日。チェッカーコンテスト本選当日です。

朝 6時 30分から研修センターにて一時間ほど朝

練。朝 8時から大会がスタート。観客も朝早くか

ら大変で丸 社長を始め、役員のお偉いさんや

新入社員、応援の方々が何百とある席を埋め尽く

して満員状態。出場者も観客席にて自分の出番

まで待機しておくのですが、周りを見てびっくり。

31人 の内、男性はたった二人。しかもほとんど

が正社員やパートさんで、アルバイトはほぼいない

という状況にあり、この中に私が選ばれたことに

誇りを感じたとともに、私は場違いなのではない

かという気持ちも同時に現れました。まあ、でもこ

こまで来たからには、やるしかない。私のエントリー

ナンバーは 24番。だいぶん後ろの方なので、前

の方の演技を見ることができるけれども、長時間

手汗を握りながら、緊張と空腹とに闘っていかな

躙隋颯跛



ければなりませんでした。私は普段朝はおにぎり

を二つ食べるのですが、学校に着く頃にはもうお

腹が空いてしまうので、多めにとおにぎりを四つ

食べて臨んだのですが、そのせいか、緊張も重

なり、前の方の演技を見ているとお腹が痛くなっ

てきました。幸い、合間に休憩があったので、何

とか助かりました。しかし、出すと今度は空いてく

るもので丸 まあ、緊張でそれどころではなくなっ

ていましたが。

いよいよ私の出番。名前を呼ばれ、舞台から

客席の方を向くと、あまりの観客の多さに驚きまし

た。舞台に立つのなんて、高校の吹奏楽の演奏

会ぶりでした。ましてや、一人で舞台に立つのな

んて生まれて初めてでした。無事に終えることを

願って,′架々と礼。「エントリーナンバー 24番、八

戸ノ里店より参りました、島谷貴大と申しま九 ど

うぞ、よろしくお願いいたします詞「よろしいですか。」

「はい、いらっしゃいませ。こんにちは。お客様、

当店では、4,000円 以上お買い上げのお客様に、

無料宅配サービスを実施いたしておりま九 どうぞ、

ご利用くださいませ。失礼いたしま丸 ・……。」一

人目のお客様は何とか無事終了。「お待たせいた

しました、いらっしゃいませ。」そこに、一人目の

お客様から質問がありま九 「すいません。」「はい、

いらっしゃいませ。」「このクーポン券って、どのお

店でも使えんの。」「はい、クーポン券でございま

すね。はい、全店でご利用いただけま九 え―、

ただし、一部お取り扱いしていない店舗、え―、

商品もございますので、え―、詳しくは係員にお

尋ねくださいませ。」「ありがとう。」「ありがとうご

ざいま
｀
九」言葉が全く出てこない。あ―、だめだ

と思いました。しかし、やり直しはききません。続

行しなければ。「お待たせいたしました。・……。」

二人目のお客様へのお声掛けは、「お客様、い

つもご来店ありがとうございま九 当店は、誠に

勝手ながら、8月 31日 をもって閉店とさせていた

だきま丸 なお、当店閉店後は、近隣の中小阪店、

御厨店をどうぞ、ご愛顧くださいませ。」としました。

すると、客席が大きな笑いに包まれました。これは、

お声掛けをユニークなものにしたいと思い、アドリ

ブで言ったもので丸 しかし、私としては、演技

文窓貨
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の方には納得がいってませんでした。一位は無理

だなと思いつつ、自分の席に戻りました。

いよいよ結果発表。10位から順に発表されて

いきましたが、私の名前はなかなか出てこず、も

しかしてランクインしてない?ま あ、男子やし、噛

み噛みやったからなぁと、半ばあきらめていまし

た。結果は何と、第一位 !信じられませんでした。

というか、アルバイトごときが一位なんて取ってし

まっていいのか、 というのが本心でした。また、
店も閉まるから最後の同情票か、なんて思ったり

もしました。男子が、ましてやアルバイトが優勝し

たのは、初めてだったそうで九 :表彰式後、私の

勝因は何だったのか、お世話になったトレーナー

に聞いてみると、笑顔がとにかく良かったそうで丸

緊張していたはずなのに、「本当の笑顔」が作れ

ていたことに自分でも驚きで丸 緊張しつつも、そ

の場を楽しんでいたのかもしれません。

一位をとれたことは、私にとって大きな自信ヘ

とつながりました。そして、あと一ヶ月ですが、お

世話になった店舗やお客様への感謝の気持ちを

もって接客していこうと思うようになりました。チェッ

カーコンテストという、なかなか味わえない体験を

させていただけたことによって、私の人生の刺激

にもなりましたし、この経験はこれから社会に出て

も大いに役立つものとなるでしょう。
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最優秀賞
該当者なし

優秀費

「過去を振り返って、そして大学生活への抱負」

伊 石 昂平 (人文学科 1回生)

「東南アジア、汗まみれ」

酒井 友樹 (国文学専修 3回生)

桂作

「私の教育実習」

河 内 茉 奈 (英米文学専修 4回生)

「教育実習を終えて」

斉賀 万智 (国文学専修 4回生)

「チェッカーコンテス トに出場して」

島谷 貴 大 (東洋史学専修 3回生)

◎ 選考会 2013年8月 30日

◎ 選考委員
藤井勝学部長 (社会学教授)

長野順子副学部長 (芸術学教授)

奥村 弘副学部長 (日 本史学教授)

池 11 淑子  鞍井 修一  日高 健一

花木 直彦  廣野 幸夫  西川 京子

武藤美也子  吉田 浩次  宮崎 典久

田中 賢司  坂本 直樹
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